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 連合総研では、2004 年に、お茶の水大学からの委託を受け、連合男女組合員を対象として「労働組合にお

けるジェンダー調査を実施した。この調査結果を労働組合活動の実践の場で討議素材として活用してほしい、

組合活動家と研究者が議論の交流をできる場をつくりたいとの思いから、2008 年 6 月に、連合総研内に「労

働組合におけるジェンダー平等に関する研究プロジェクト」を設け、組合関係者に参加していただくワークシ

ョップの開催を目的に、４回にわたり事前研究会を開催し、議論を重ねてきた。 

 本書は、その成果報告会として 2008 年 11 月に開催した連合・連合総研ワークショップ「労働組合におけ

るジェンダー平等―男女平等参画の実現に向けて労働組合は何をすべきか」の記録集である。 
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